
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

341 341 341

1,822

1,481 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

適正な種子量を確保するため、現行どおり継続して事業を実施する。H26事業番号100421へ統合。

目標に対

する成果

の状況

育種母樹林、普通母樹林の管理、少花粉スギの花粉量調査を目標どおり実施した。

なお、平成26年度は種子採取事業、苗木生産指導事業、林木品種改良事業を一つにまとめ、林業用優良苗木生産指導事業としたことか

ら、成果目標を変更する。

 概算事業費（B（A）+C） 2,426 2,794 2,648 0

826 826

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

24年度

Aの

財源

1,982 1,822

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10

826

1,600 1,968 1,822

0

1,600 1,641

母樹林の調査（119箇所）

採種園用地の借上げ（３箇所）

921

３　優良品種苗木の認証事業 直接

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

１　採種（穂）園改良事業 直接 採種（穂）園の管理・改良（７箇所） 768 768

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

林業種苗法

課・室 森林づくり推進課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

 県内で使用される林業用苗木は、林業種苗法に基づき指定された優良な母樹より種子を採取し、その種子により苗木の生産を行うため、

指定された優良な母樹から安定的に種子の採種が行われるよう管理する。

当事業により、指定された採種源から安定的に種子採取が行われている。

少花粉スギの花粉量調査

林業用苗木需給量

事業番号 １０ ０４ ２９ 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 林木品種改良事業林木品種改良事業林木品種改良事業林木品種改良事業
担

当

課

部局 林務部

3多様な森林の整備の促進 実施期間 S36 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

50万本

119箇所 119箇所 達成

達成１回 １回 １回

119箇所

1,941

補正予算

921

検定苗木管理及び検定調査補助（２人×６日）

検定用具の購入

133 133

合計 1,822 1,822 1,694

成果目標の達成状況

項目

母樹林の管理

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

区　　分（単位：千円） 23年度

0

25年度25年度25年度25年度 26年度

1,694

○持続的に優良種苗を供給するため、既存の母樹林や採種園・採穂園の改良（推奨精英樹の植栽等）、管理（下刈・樹形誘導・病害虫

防除等）及び結実促進（ジベレリン処理）を行う。

○優良品種苗木（少花粉スギ）を選抜するため、花粉量の調査を行う。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

２　採取源育成管理事業 直接

1,982

合計（A) 1,941

当初予算


